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第３章 教育活動の例

１ 教育活動改善の具体策

(1) 教育活動改善の基本的な視点及び各教科，領域等の授業改善の具体的視点

第１章及び第２章において 「キャリア教育が目指すもの」や「キャリア教育の視点に立った，

教育活動」について述べてきた。これを踏まえて，第３章では教育活動改善の具体策を述べてい

く。まず，教育活動の具体策を導き出す前に 「キャリア教育は，教育活動全体で取り組むもの，

であり，新たな教育課程を創設したり，特定の時間を設定したりすることではない 」というこ。

とを理解しておくことが大切である。

また，キャリア教育全体計画及び授業計画を作成する際は，以下の視点に留意して作成するこ

とが望ましい。

ア 教育活動改善の基本的な視点

教育活動改善の基本的な視点は，次の３点にまとめることができる。

， 。・ 学校は 児童生徒が自分の生き方をできるだけ多くの大人と話題にするきっかけをつくる

・ 教職員は，児童生徒が生き方，働き方の目標に対してどの程度近づいているかの見届けや

目標達成に向けた支援の方策を工夫する。

・ 家庭や地域社会においても，児童生徒の生き方，働き方を話題にしたコミュニケーション

が積極的に，また，多面的に展開される必要がある。そこで，教職員は，児童生徒の状況に

， 。関する学校からの情報を家庭や地域社会が共有できるよう 情報の発信を積極的に推進する

イ 各教科，領域の授業改善の具体的視点

教育活動改善の基本的な視点を踏まえて，各教科，領域の授業を次の視点で改善していく。

○ 自分を見つめる活動

○ 自分を振り返る活動

○ 自分のよさを実感する活動

○ なりたい自分に気付いたり，なりたい自分を見付けたりするような体験

○ なりたい自分に向けて努力する過程

○ なりたい自分に近づいている様子を実感し，発信する活動

※ これらの活動や体験を意図的，計画的に位置付ける。

以下，各事例に吹き出しの形で，留意点を示すので，参考にしてほしい。

(2) キャリア教育全体計画例

キャリア教育全体計画は，学校教育目標の実現に向けて学校教育推進上のキャリア教育の位置

付けを示したものであり，キャリア教育に対する学校の基本的な考え方を示したものである。組

織的・計画的なキャリア教育を展開するために，全体計画の中には，学校教育目標やキャリア教

育重点目標（キャリア教育ではぐくむべき能力 ，各学年の目標，各教科，領域等における指導）
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内容などを明示することが考えられる。また，キャリア教育推進上の留意点の記載や重点教科，領

域等の明示など，各学校で創意工夫をして作成することが大切である。

次に示すのは，小学校の全体計画例である。

平成18年度 ○○市立○○小学校キャリア教育全体計画

〔 〕〔 〕地域の実態 〔教育目標〕 教育目標の基盤
・ 畑作を中心とした農業が 日本国憲法 教育基本法うるわしい教育環境の中で，心身共に健康でたく
盛んである。河川には恵ま 学校教育法 学習指導要領ましく，思考力・判断力・表現力など創造力豊かな
れないが，灌漑事業が充実 教育関係法規子どもを育てる。
している。
・ 気候は温暖で，降水量は 県・市の指導方針・重点
， ，適量温泉も湧出するため

目指す子ども像 〔目指す学校増〕観光保養客も多い。 〔 〕
・ 保護者の教育に関する関 ① 思いやりがあり助け合う子ども ① 緑豊かな四季草花の美しい学校
心はきわめて高く，学級Ｐ ② 健康で最後までがんばる子ども ② 落ち着いて明るく活気に満ちた学校
ＴＡの出席も良好で，その ③ 自ら考え進んで勉強する子ども ③ 子どもと教師の温かい心が通じ合う
他サークル活動等自主的に ･･･「心やさしく よく学ぶ」 学校
運営され効果を上げている。 ひとみ輝く○○小の子･･･ ④ 信頼に応えながら教育の実践を進め

〔キャリア教育にかかわる内容〕る学校
⑤ 仕事に厳しく職場は楽しくの教育実 ① 家庭・学校・地域の一員とし
践を進める学校 ての役割を果たすことによって

自分のよさや得意分野に気付き
日々の生活の中でそれらを生か〔児童の実態〕

・ 与えられた仕事には，熱心に取り組む。 そうとする意欲を態度をもつ。
・ 明るく元気のよいあいさつができる。 ② 将来への夢や希望をふくらま
・ 人前では自分の思いや考えを表現しにくい。 せながら，生活と職業との関係
・ ものごとをよりよくしていこうとする工夫が を考え，職業に対する基本的な
みられない。 知識・理解を得る。

キャリア教育重点目標

人とのかかわりを大切にし，自分の生き方を見つめ，共によりよく生きていこうと努力する子どもの育成

職業的発達に関わる諸能力 各能力における目標

自他の理解力 ○ 友達や自分のよさ・得意分野に気付き，協同して学び合い助け合おうとする態度
①人間関係形成能力 を育てる。

コミュニケーション能力

情報収集・探索能力
②情 報 活 用 能 力 ○ いろいろな職業について情報収集し，学ぶことや働くことの意義を理解させる。

職業理解能力

役割把握・認識能力 ○ 前向きに個々の課題に取り組み，やり遂げた満足感を味わわせ，将来への夢や希
③将 来 設 計 能 力 望をふくらませる。

計画実行能力

意志選択能力 ○ 目標に向かって努力し，自ら課題を見付け自分でやり遂げようとする態度を育て
④意 志 決 定 能 力 る。

課題解決能力

学年別重点目標

低 学 年 中 学 年 高 学 年

友達をたいせつにしよう 自分のよさを見つけよう 夢をもって進もう
① 友達と仲良くし，助け合う。 ① 互いの良さを認め合い，助け合って生活する。 ① 集団の中で，役割と責任を果たそうとする。

， 。 ， 。② 体験活動を楽しみ 身の回りの人に感謝する ② 係や当番活動の楽しさがわかり，積極的にかか ② 学習の体験から 働くことの大切さがわかる
③ 自分の役割を理解し，準備や片付けをする。 わる。 ③ 活動の意味を理解し，すべきことを考える。

， 。 ， 。④ して良いこと悪いことがわかり，自分のこと ③ 学習の大切さを知りめあてをもって生活する ④ 将来の夢や希望をもって 努力しようとする
は自分でする。 ④ 進んで物事を行い，やり遂げた喜びを味わう。

各教科，領域等における指導内容

各 教 科 道 徳 特 別 活 動 総合的な学習の時間

○ 基礎・基本の力 ○ よりよい生活を 学級活動 児童会活動 クラブ活動 学校行事 ○ 自然体験や社会
を身に付け，学ぶ 身に付け，決まり 体験を重視し，豊
意欲を高める。 を自主的に守ろう ○ 学級や学校生活 ○ 縦割り班活動を ○ 共通の目的意識 ○ 体験的な活動を かな感性と表現力
○ 学習課題を発見 とする態度を養う。 の向上，健全な生 通して，かかわり をもった自発的な 行い，全校及び学 を育てる。
し，追究し，課題 ○ 思いやりの心を 活態度の育成を図 方を学ばせる。 集団で，計画的な 年集団への所属感 ○ 進んで人に関わ
解決する能力を育 もち，互いに信頼 る。 ○ 学校生活を楽し 活動を展開させる。 を深める。 り，コミュニケー
てる。 し，協力し合おう ○ 学級の一員とし く豊かにするため ○ 個性の伸長を図 ○ 学習の成果を発 ション能力を高め
○ お互いの意見を とする態度を育て て，自己の果たす に，諸問題を解決 りながら，協力し 揮し，学校生活に る。
聞き合い学び合う る。 役割への認識を深 する実践力を養う。 すすめる人間関係 充実と達成感をも ○ 学ぶ意欲と自ら
態度を育てる。 ○ 進んで公共のた める。 ○ 諸活動を通して の大切さを学ばせ たせる。 課題を見付け，自

めに尽くそうとす ○ 個や学級の課題 自主性や社会性を る。 ○ 集団行動におけ 分でやり遂げる力
る態度を養い，社 に対し，意見を出 育てる。 る望ましい態度や を育てる。
会に役立とうとす し合い解決する能 よりよい生活態度
る心情を育てる。 力を養う。 を育てる。

キャリア教育実践のための基盤

授業改善 生徒指導 職員研修 地域との連携 関係機関との連携 地域の教育力

児童の実態，保護者，地域の願いを踏まえた上で，学

校教育目標の下，各学年，各教科，領域の目標や内容な

どをキャリア教育の視点でどのように位置付けていくか

考える必要があります。

児童生徒の発達

段階を考慮する必

要があります。し

たがって，キャリ

ア教育の視点で，

各学年の目標を関

連付けることが大

切です。

各教科，領域等

における指導内容

をキャリア教育の

視点から明確にし

ておくことが大切

です｡そして ,それ
ぞれの関連を図る

ことが重要です。

学校教育活動全

体を通して，キャ

リア教育を展開し

ていくことになり

ますが，学校の実

態によっては，各

教科，領域等の中

の一つを核として

重点的に取り組む

場合も考えられま

す。

学校教育目標の実現のために，キャリア教育の位置付けを

示したものがキャリア教育全体計画です。つまり，キャリア

教育の学校教育目標における位置付けを明確にする必要があ

るということです。

全体計画の中には，

キャリア教育ではぐく

むべき能力を ,例えば ,
国立教育政策研究所の

「職業観・勤労観を育

む学習プログラムの枠

組み（例）」を参考に

設定する必要がありま

す。
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(3) 各教科，領域等の全体計画作成例

全体計画の作成に当たっては，いずれの教科，領域等においても，目標とするべきものが自校な

りに適切に立てられているかを見直すことが大切である。

ここでは，教育活動をどのように改善していくかを，総合的な学習の時

間を例に，具体的に述べていく。

Ⅰ 総合的な学習の時間（くろしおタイム）全体計画
１ 本校の目指す「総合的な学習の時間」について
( ) 本校の「総合的な学習の時間」の目標1

環境（自然環境，人的・社会的環境）との関わりについて，主体的に問題を追究
し，自分の考えを表現することにより，総合的な知識や技能・学び方を身に付け，
よりよく生きようとして行動する意欲や態度を育てる。

本校においては，学校教育目標，今日的教育課題や子どもの実態，保護者・教師
の願いを踏まえて「環境」を核として「総合的な学習に時間」を体系化し，体験を
通して総合的な知識や技能・学び方を身に付けさせ，思いやりとやる気にあふれ，
やさしさをもってよりよく生きようとする人間の育成に努めたいと考えている。
そして，子どもたちは，一人一人が自分なりのよさを発揮しながら，様々なこと
にチャレンジすることで，やる気と自信をはぐくみ，自分らしさを発見していくで
あろうと考える。
さらに，総合的な学習の時間は，子ども一人一人が自己を見つめ直し，自分の思
いや願いを大切にしながら，進んで困難にも挑戦する力を身に付けさせる時間でも
あり，失敗してもチャレンジしたことが評価される時間でもあると考える。

( ) 本校の目指す「総合的な学習の時間」の基本的な考え方2
総合的な学習の時間のねらいは ・・・将来の様々な困難や課題にきちんと向き，
合い，自ら解決していこうとする「生きる力」をはぐくむことにある。
このような趣旨を踏まえると，知識内容を教え込むのではなく，また，学習した
結果を求めるのでもなく，課題発見の方法，課題追究の方法，学習の手順やまとめ
方，学び方そのものを問題解決や追究活動を行う過程の中で，体験を通して身に付
けていくことが大切である ・・・そこで，本校の目指す総合的な学習の時間の基。
本的な考え方を以下のように整理した。

① 子どもたちの身の回りの事象に素朴な疑問や問題意識，思いや願いなどを生
かした課題を設定し，学ぶ必然性を感じることができる。
② 指導計画が絶対的・固定的なものではなく，学ぶ内容を子ども一人一人が自
己選択，自己決定することができる。
③ 自らの課題に主体的に取り組む中で，情報の集め方や調べ方，まとめ方，報
告や発表，討論の仕方といった学び方や，ものの考え方を養うことができる。
④ 知識として学んだり，結果を求めたりするのではなく，活動の過程を重視し
ながら，子ども一人一人が自分なりの学習の成果を実感することができる。
⑤ 問題解決や追究活動に主体的，創造的に取り組む態度を育て，よりよい生き
方を考える基礎を養うことができる。

( ) 「総合的な学習の時間」によって目指す子ども像3

① 自ら課題を見付け
見通しをもち，より
よい解決を目指して
主体的に取り組む子
ども

② 主体的に活動する ④ 自分の生き方につ
中で，学び方やもの いて見つめ，よりよ
の考え方を身に付け く生きようとする子
ていく子ども ども

③ 身の回りの様々な ⑤ 自分が生活してい
事象や対象に対して る○○地区や○○町
よりよいかかわり方 を愛する気持ちをも
ができる子ども つことができる子ど

も

総合的な学習の時間で，

はぐくむべき力は，キャリ

ア教育ではぐくみたい「自

らを更に成長させるための

課題解決，困難克服に粘り
強く取り組む」力と同一の

ものです。

キャリア教育の視点からも

具体的な目指す子ども像を明

らかにしておくことが大切で

す。

※ キャリア教育ではぐくみ

たい諸能力（例えば，国立教

育政策研究所の「職業観・勤

労観を育むプログラムの枠組

み（例）」を参考にする。）

の視点からも考えられます。

なりたい自分を見付け，そ

れに向けて努力していける力

を，目指す子ども像の中に入

れることも大切です。

キャリア教育の視点から

総合的な学習の時間の目標

を見直すことが大切です。

見直していくと，キャリア

教育のねらいと重複すると

ころが多く，言い換えれば

キャリア教育そのものだと

言えます。

自校の総合的な学習の

時間の目標をしっかり立

てることが大切です。目

標という土台がしっかり

すると，総合的な学習の

時間の基本的な考え方や

目指す子ども像，具体的

内容の方向性が決まるこ

とになります。

体験を通して，何を身に

付けさせたいか明確にする

必要があります。そうする

ことで，体験が児童生徒に

とって価値あるものとなり

ます。

自校の基本的な考え方を

具体的に明らかにしておく

ことが大切です。


